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概要
2024年度は、泉大津の一般局1地点においてPM2.5の成分分析を実施し、年間の状況と季節別の状況では大阪市の測定地点（一般局の聖賢および自排局の出来島）の成分分析結果とあわせて解析した。また、2024年度のPM2.5質量濃度が15 µg/m3を上回った日を「高濃度日」とし、大阪府内の成分濃度の状況について整理した。解析に用いた測定地点は前述の3地点に加え、八尾市、寝屋川市、堺市、高槻市、豊中市、東大阪市、吹田市（一般局の八尾、寝屋川、若松台、庄所、豊中および自排局の環境衛生、高槻、簡易裁判所）の合計11地点（一般局7地点、自排局4地点）である。

○年間の状況（泉大津・聖賢・出来島）
· 年間56日間 （14日間×4季）の調査期間中のフィルタ法によるPM2.5質量濃度の年平均値は、8.2～9.4 µg/m3であった。
· 成分濃度の中ではいずれの地点もOC濃度（2.27～3.04 µg/m3）とSO42-濃度（1.82～2.03 µg/m3）が高かった。各地点における年度平均値から算出した成分構成割合は、OCが25～32 ％、SO42-が20～23 ％で、いずれの地点もOCが高かった。
· 2012年度からの継続局である泉大津における年平均値の成分構成割合は、過年度と比べ、無機元素の割合が高く、SO42-の割合が小さかった。

○季節別の状況（季節平均（泉大津・聖賢・出来島））
· PM2.5質量濃度の季節平均値（1日×14回）は、泉大津は7.3～11.4 µg/m3、聖賢は6.1～12.2 µg/m3、出来島は5.7～11.0 µg/m3であった。3地点とも冬の平均値が年間で最も高かった。
· 成分濃度では、OCの平均値は春、EC、NO3-、Cl-、NH4+の平均値は冬に最も高かった。SO42-の平均値は3地点とも夏に高かった。泉大津のOC、SO42-の平均値は全季節で他の2地点より高かった。NO3-は春・秋・冬、Mg2+は春、EC、NH4+、無機元素は秋に他の2地点より高かった。
· 無機元素は大気中で反応して二次生成することがないため、各種発生源の指標となることが知られている。土壌粒子の指標であるAl、Caは3地点で春に最大となった。石油燃焼の指標であるV、Niは聖賢および出来島で夏、泉大津で春に最大となった。廃棄物焼却の指標であるAsは3地点、Zn、Sbは泉大津および聖賢で冬に最大となった。
· 2024年度の泉大津におけるPM2.5質量濃度および成分濃度の季節平均値を同地点の過去の値と比較した。春は2013年以降減少傾向であったが、2021年度～2022年度に増加し、2022年度～2024年度にかけて再度減少に転じた。夏は2012年度以降で概ね減少傾向にあるが、高濃度イベントの有無で平均値が変化し、2013、2015、2020年度は15 µg/m3を上回った。秋は2012年度～2019年度まで減少傾向で、その後は横ばい傾向であった。冬は2013年度から2019年度にかけて大きく減少し、その後は横ばい傾向であった。

○高濃度日の調査結果（全11地点）
· PM2.5質量濃度の経日変化はいずれの季節も各地点で概ね同様の変動を示した。2024年度に高濃度の地点があった日は年間56日間の測定日のうち計8日間であった。
· 春は、5/17の聖賢、5/22の泉大津で高濃度日となった。他の地点のPM2.5質量濃度は、5/17は12.5～14.1 µg/m3、5/22は10.8～14.7 µg/m3となり、最大濃度と最小濃度の地点は、5/17では2.9 µg/m3、5/22では5.7 µg/m3の差があった。5/22は地点ごとに差が大きかった。
· 夏は、7/21の全10地点（聖賢は測定なし）、8/3の聖賢で高濃度日となった。7/21は泉大津で最大濃度となり、最小濃度の庄所より3.3 µg/m3高かった。
· 秋は、10/26の泉大津、八尾、環境衛生の3地点で高濃度日となった。この日は八尾で最大濃度、次に環境衛生が高く、大阪東部の地域で他の地点よりPM2.5質量濃度が高くなる傾向にあった。
· 冬は、1/22および1/23の全11地点、1/24の泉大津および若松台で高濃度日となり、1/22～23にかけて大阪府全域で高濃度となった。PM2.5質量濃度は、1/22の聖賢、豊中、出来島、簡易裁判所で23.4～25.5 µg/m3、他の地点で18.4～21.6 µg/m3 となり、最大濃度の出来島と最小濃度の若松台では7.1 µg/m3の差があった。1/23の聖賢、豊中、出来島、簡易裁判所、八尾、環境衛生では33.2～37.1 µg/m3、他の地点では27.4～30.7 µg/m3 となり、最大濃度の聖賢と最小濃度の若松台で9.7 µg/m3 の差があった。冬は他の季節より地点ごとのばらつきが大きく、1/23は2024年度の調査期間最大濃度が観測され、高濃度日の中で最も地点ごとの濃度差が大きかった。
· 高濃度の地点があった計8日間のうち、夏の7/21、冬の1/22および1/23は全11地点（7/21は全10地点）で高濃度となり、いずれかの地点で高濃度だった日も大阪府全域でPM2.5質量濃度が上昇していた。
· PM2.5質量濃度は大阪北東部（庄所、高槻、寝屋川）、大阪湾沿岸（泉大津）および大阪南部（若松台）と比較して、大阪市内近郊（聖賢、豊中、出来島、簡易裁判所）から大阪東部（八尾、環境衛生）などの内陸部で濃度が高かった。
· 全10地点（聖賢は測定なし）で高濃度となった夏の7/21、全11地点で高濃度となった冬の1/22、1/23を対象に、高濃度要因を調査した。
· 夏の7/21はいずれの地点も主な成分の中ではSO42-濃度が高く、7.87（庄所）～10.2（出来島） µg/m3で、夏の平均値より3倍以上高かった。次点でOCまたはNH4+濃度が高く、OC濃度は大阪北東部（庄所、高槻、寝屋川）で5.93～6.79 µg/m3となり、他の7地点の2.59～3.90 µg/m3より濃度が高かった。NH4+濃度も夏の平均値より3倍以上高かった。SO42-およびNH4+は調査期間を通して全地点で濃度変動が類似していた。
· 夏の7/21は大阪府内広域でSO42-濃度および土壌起源の無機元素濃度が上昇し、鹿児島県内で火山活動が活発であったことから、PM2.5質量濃度が上昇した要因として、火山噴火の影響が考えられる。一方で出来島では重油燃焼由来の成分指標であるV、Ni濃度が高かったことから、火山噴火の影響に加えて地域由来の汚染影響もあったと示唆される。
· 夏の7/21は二次粒子生成の活発化および火山噴火による広域的な汚染影響を主要因として、地点ごとに地域由来の汚染影響を受けてPM2.5質量濃度が上昇したと示唆された。
· 冬について、OC、EC、NO3-、SO42-、NH4+濃度は、1/22～1/23にかけて上昇し、1/23は全地点で調査期間中の最大濃度となった（泉大津のSO42-は1/22が最大）。両日とも共通して、他の地点と比較してPM2.5質量濃度が高かった大阪市内近郊（聖賢、豊中、出来島、簡易裁判所）でNO3-およびNH4+濃度が高くなる傾向であった。
· 冬の1/22と1/23はいずれも、冬季の低温条件下でNO3-、NH4+濃度が増加したこと、バイオマス燃焼由来の影響があったことに加え、Fe、Mn、V、Ni、Al、As、Cr、Kなどの無機元素が地点ごとに最大濃度を示したことなどから、大気が滞留しやすい環境下で、地域由来の発生源の影響が強まり、PM2.5質量濃度が上昇したと考えられる。また、1/23は1/22より地域ごとのNO3-や無機元素の濃度差が大きく、より地域由来の発生源の影響を受けていたと示唆された。
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